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新開発の従量課金システムが搭載された EV用 DC急速充電器 

(試作機、弊社内設置) 

 

デルタ電子株式会社（代表者：柯 進興）は、経済産業省補助事業である「令和 3 年度次世代燃料供給

体制確立に向けた技術開発・実証」に「従量課金対応の充電器およびシステム開発」事業を応募し採択

を受けました。以降開発作業を進め、今般、同事業の成果報告がまとまりましたので、その概要をお知

らせします。 

 

１．本事業の目的 

電気自動車(EV)用 DC 急速充電器に、直流計量器を用いた従量課金方式（計測した充電量から充電料金

を算出）に対応可能なシステムを開発する。現在の充電料金は時間単位の全国一律での課金方式が主流

となっているが、充電速度は充電環境や機種、蓄電池の状態、充電開始後からの時間などによって異な

ってくるため公平な課金方式になっていない問題がある。同システムは、資源エネルギー庁にて応募当

時に検討が進められていた計量法の「特定計量制度」に適応可能で、EV への充電量を精緻に計測可能

とし、今後の事業化を考慮して、校正やメンテナンス、定期点検のし易さを確保すると共に、設置のし

易さやコストダウンに取り組んでいく。併せて、利用者の精算や、SS 事業者による充電履歴や充電器

特定計量制度に対応した従量課金システムを開発 

電気自動車(EV)用急速充電システムのサービスステーション(SS)への普及を加速 
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状態の管理など、SS 事業者が適切に運営可能で利用者にも分かり易いサービスを提供できる仕組みも

構築する。 

 

２．事業概要 

●実施場所 

デルタ電子株式会社 本社 （東京都港区芝大門） 

 

●使用設備 

弊社製50kW出力DC急速充電器「EVHJ503」 

弊社製25kW出力DC急速充電器「EVDJ25」 

直流計量器 

通信端末用Gateway 

EV Solution Cloudシステム 

充電利用者用スマホアプリ 

管理者用Dashboard（見える化、設定画面） 

 

●開発内容 

EVへの充電量から従量課金を行い、充電利用者はスマホのアプリから、料金指定・時間指定・残量指定

等を選択することができ、従来のSSでの給油方法と同じように、様々な充電方法に対応したシステムを

開発。SS事業者は契約している電力会社の料金体系やカレンダー（平日／休日など）、独自サービスに

合わせて時間毎に充電料金の単価を設定することができる。また、スマホのアプリから充電を開始する

と、SS事業者や近くの提携店舗のクーポンを発行することができる。 

 

 
急速充電器電気自動車

充電利用者

充電サービス管理者

* 拠点充電器管理

* 充電履歴表示

* 料金単価設定

EV
Solution
Cloud

* 充電方法
　- 料金指定
　- 時間指定 など
* 料金支払い

* 従量課金計算

* 充電器管理

* 充電履歴

直流
計量器

通信端末用
Gateway

* 充電器状態管理

* 充電電流データ収集

* 充電データアップロード
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３．本システムの特長 

⚫ 直流計量器を充電ケーブル側に設置しているため、実際に充電された分だけを正確に計測し、課金

することが可能。 

⚫ 弊社製DC急速充電器は、交流から直流への変換効率が94%と高いため、電力のロスが少なく、エ

ネルギーを有効に利用することが可能であり、SS事業者の利益に貢献が可能。 

⚫ クーポン発行により利用者／SS事業者だけでなく、近くの店舗と連携することで地域全体の経済活

動への貢献も期待できる。（特許取得済み） 

⚫ 管理者用Dashboardはリモートから閲覧できるため、充電器の近くに居なくとも利用状況や故障診

断が可能となる。また、売上情報は月次レポートからダウンロードする事もでき、緊急時や人手不

足解消への貢献も期待できる。 

 

４．まとめ 

「特定計量制度」に適応可能で、EVへの充電量を精緻に計測できる充電システムを構築した。また、利

用者が充電料金を選択できるアプリや、SS事業者が自由に料金設定できるDashboard により、利用者

やSS事業者にとって利便性のあるサービスを提供できるものと考えている。更に、拡張性のあるプラッ

トフォームにより、様々な要件へのカスタマイズが可能であり、今後のトレンドや地域独自性に、柔軟

な対応ができる仕組みになっている。今後はフィールドテストやテスト運用を実施し、利用者およびSS

事業者からのフィードバックによる機能改善を行い、全国のSS や公共施設への普及拡大を目指してい

く。 

 

弊社グループは、創業より環境課題への取り組みを実施しており、電源を高効率化することで世界の二

酸化炭素排出量の削減に貢献してまいりました。また、2018 年には EV100、2021 年には RE100 にそ

れぞれ加盟しております。今回の開発成果を活用し、EV の充電インフラへのサポートを通じて、サステ

ナブルな社会を目指すことで、SDGs の達成に貢献したいと考えています。 

 

以上 
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弊社 EV充電器ラインナップのご紹介 
 

【50kW出力 DC充電器「EVHJ503」シリーズ】 

 

 主な特長 

⚫ 2 本同時に充電可能 

⚫ 小型化による設置面積の削減及びコストの低減 

⚫ RFID によるユーザー認証 

⚫ モジュール化による容易な保守性 

⚫ IP55 の防塵・防水性能による高信頼性 

⚫ 94%の高効率によるエネルギー削減 

⚫ ダイナミック・ロードシェアリングによる充電サービスの最適化 

⚫ 補助金(次世代自動車振興センター)対象製品 

 

 

 

【EV/PHEV用 DC充電器「EVDJ25」シリーズ】 

 

 
 

• 最大出力 25kW  

• CHAdeMO及び Comboの両規格に対応可能  

• 世界最軽量クラス・省スペース設計 

• Delta Gridバックエンドサービスと連携 
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【EV/PHEV用 AC充電器「Q-VEC」】 

 

 

• 6kW の大出力 

• 人間工学に基づいたスタイリッシュなデザイン 

• 防塵防水規格：IP55、耐衝撃性：IK08(IEC 62262) 

• Delta Gridバックエンドサービスと連携 

 

【Delta Grid バックエンドサービス】 

 

■「Delta Grid Dashboard」 見える化/管理/設定サービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

• 充電器の動作状態、充電の使用状況、異常発生状況、履歴グラフなどを見える化 

• 遠隔地からも閲覧が可能、故障時のリモート診断も容易に 

• 遠隔地からの FW アップデートにより、常に最新状態を保持することが可能 

 

 

詳しくはこちら：https://evcharging-solution.ezqc.jp/ 

https://evcharging-solution.ezqc.jp/
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【デルタグループについて】 

デルタグループは世界有数のスイッチング電源、冷却ファンメーカーであり、またパワーマネジメント、

電子部品、ディスプレイ、FA、ネットワークから再生可能エネルギーソリューションまで広範に渡る機

器とサービスを提供しております。1971 年に台湾で創業し、現在では世界各地に営業拠点と製造拠点

を擁しております。 

ホームページ：https://www.delta-japan.jp/ 

 

【本リリースに関するお問合せ先】 

デルタ電子株式会社 マーケティング課 

e-mail: jpmarketing@deltaww.com 

 

【製品に関するお問合せ先】 

デルタ電子株式会社 e-Mobility & EVS Division 

e-mail: jpev@deltaww.com 

 

【弊社概要】 

会社名： デルタ電子株式会社 

代表者：  柯 進興 

所在地：  東京都港区芝大門 2-1-14 

設立：    1991 年 6 月 

URL:     https://www.delta-japan.jp 
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